様式４　　　　　湯川記念財団「望月基金」報告書

	申請者氏名
	木﨑　栄年

	論文名
	Electronic Structure of (Ti,Co)O2 from Self-Interaction Corrected LDA Calculations

	国際会議名
	29th International Conference on the Physics of Semiconductors

	開催地
	Rio de Janeiro, Brazil

	参加期日
	July 27- August 1, 2008

	参加目的：本会議では私の研究領域である半導体スピントロニクスのセッションが設けられており、このような場で世界へ向けて情報を発信し、より多くの方に自分の研究を知ってもらうと同時に世界の第一線で活躍されている研究者の方々と討論することで新しい知見やアイデアを得ることを目的としている。
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